
いわて環境の森整備事業により強度間伐が行われたスギ、ヒノキ林の９年後の状況

１　

は
じ
め
に

県
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
い
わ
て

の
森
林
づ
く
り
県
民
税
」
を
活
用
し
て
、

「
い
わ
て
環
境
の
森
整
備
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
事
業
は
、
緊
急
に
間
伐
が
必

要
な
ス
ギ
な
ど
針
葉
樹
の
人
工
林
を
対
象

と
し
て
、
本
数
で
概
ね
５
割
の
間
伐
（
強

度
間
伐
）
を
行
い
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が

入
り
混
じ
っ
た
森
林
（
針
広
混
交
林
）
に

誘
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
、
本
事
業
に
よ
り
強
度
間
伐
が
行

わ
れ
た
人
工
林
を
対
象
に
、
継
続
的
な
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
報
（
平
成
23
年

１
月
号
）
で
は
、
強
度
間
伐
に
よ
り
ス
ギ

林
の
混
み
具
合
が
概
ね
改
善
さ
れ
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
強
度
間
伐
が
行
わ
れ

て
数
年
経
過
し
た
後
、
針
広
混
交
林
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
残
さ
れ
た
植
栽
木
は
ど
れ

だ
け
成
長
し
て
い
る
の
か
、
追
加
の
間
伐

は
必
要
な
い
の
か
と
い
っ
た
問
題
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
は
、
強
度
間
伐
か
ら
９
年

想
表
等
作
成
に
関
す
る
基
礎
調
査
書
」
2）

に
掲
載
さ
れ
た
計
算
式
に
よ
り
算
出
し
ま

し
た
が
、
ヒ
ノ
キ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
式

が
な
い
た
め
、
算
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

⑵　

相
対
幹
距
比

植
栽
木
の
間
隔
が
林
分
の
平
均
樹
高
の

何
％
に
な
る
か
で
表
し
ま
す
。
数
値
が
小

さ
い
ほ
ど
密
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
、
17

か
ら
22
％
ぐ
ら
い
が
適
切
な
密
度
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
３）

⑶　

樹
冠
長
率

樹
冠
長
率
は
、
樹
高
に
対
す
る
樹
冠
の

長
さ
（
樹
高
か
ら
枝
下
高
を
引
い
た
長
さ
）

の
割
合
で
す
。
過
密
に
な
る
と
、
下
枝
が

枯
れ
上
が
る
た
め
、
そ
の
率
は
小
さ
く
な

り
ま
す
。

形
質
良
好
な
材
で
気
象
災
害
に
対
し
て

安
全
性
が
高
い
林
分
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
40
か
ら
60
％
の
間
で
管
理
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
３）

⑷　

形
状
比

形
状
比
は
、
樹
高
を
胸
高
直
径
で
割
っ

た
値
で
す
。
80
以
上
で
は
、
風
雪
害
を
受

け
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

４　

林
分
の
状
況

強
度
間
伐
か
ら
９
年
過
ぎ
た
林
分
で
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
で
植
栽
木
よ
り
下
層
に
広

葉
樹
が
成
長
し
て
い
ま
し
た
（
写
真
）。

し
か
し
な
が
ら
、
シ
カ
の
生
息
密
度
が
高

い
地
域
（
根
白
）
で
は
、
林
内
の
植
物
は

シ
カ
の
食
害
を
受
け
る
た
め
、
あ
ま
り
広

葉
樹
は
生
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

過
ぎ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
林
に
つ
い
て
、
林

分
の
状
況
や
植
栽
木
の
成
長
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
前
報
で
用
い
ら
れ
た
林
分
の

混
み
具
合
を
示
す
指
標
に
よ
り
、
追
加
間

伐
の
必
要
性
を
検
討
し
ま
し
た
の
で
、
報

告
し
ま
す
。

２　

調
査
地
と
調
査
方
法

調
査
地
は
、
平
成
19
、
20
年
度
に
強
度

間
伐
が
行
わ
れ
た
ス
ギ
林
３
地
区
と
ヒ
ノ

キ
林
１
地
区
で
す
（
表
１
）。
各
地
区
に

20
ｍ
×
25
ｍ
の
調
査
区
を
１
か
ら
３
か
所

設
定
し
、
植
栽
木
の
樹
高
や
胸
高
直
径
、

枝
下
高
を
間
伐
前
か
ら
間
伐
９
年
後
ま
で

毎
年
測
定
し
ま
し
た
。

３　

林
分
の
混
み
具
合
の
指
標

⑴　

収
量
比
数

林
分
の
材
積
が
最
大
と
な
る
密
度
を
１

と
し
た
場
合
、
そ
れ
に
対
す
る
実
際
の
林

分
材
積
の
割
合
で
表
し
ま
す
。
ス
ギ
で
は

０
．７
か
ら
０
．８
が
中
程
度
の
密
度
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
１）

ス
ギ
は
、「
岩
手
県
民
有
林
ス
ギ
収
穫
予

い
わ
て
環
境
の
森
整
備
事
業
に
よ
り

強
度
間
伐
が
行
わ
れ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
林
の
９
年
後
の
状
況

表１　調査区の概要

間伐
実施
年度

市町村 調査区 植栽木
樹　種

林齢（年） 立木本数（本/ha） 本　数
間伐率
（％）間伐時 間伐９年後 間伐前 間伐後 間伐９年後

19 紫波町 赤沢 スギ 49 58 1,000 540 540 46.0

19 遠野市 達曽部① スギ 26 35 2,700 1,560 1,560 42.2

19 遠野市 達曽部② スギ 26 35 2,360 1,340 1,340 43.2

19 遠野市 達曽部③ スギ 26 35 2,160 1,280 1,280 40.7

19 奥州市 玉崎① ヒノキ 33 42 1,600 800 720 50.0

19 奥州市 玉崎② ヒノキ 33 42 2,080 960 940 53.8

20 大船渡市 根白 スギ 43 52 1,580 920 920 41.8
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いわて環境の森整備事業により強度間伐が行われたスギ、ヒノキ林の９年後の状況

７　

ま
と
め

強
度
間
伐
か
ら
９
年
経
過
し
た
林
分
で

は
、
下
層
で
広
葉
樹
の
成
長
が
確
認
さ
れ
、

土
砂
流
出
防
止
な
ど
の
効
果
が
発
揮
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
シ
カ
の
生
息
密
度
が

高
い
地
域
で
は
、
広
葉
樹
の
侵
入
や
定
着

が
難
し
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
地
域
で
針

広
混
交
林
に
誘
導
す
る
に
は
、
強
度
間
伐

を
行
う
際
に
林
内
の
広
葉
樹
を
残
す
と
い
っ

た
配
慮
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
強
度
間
伐
時
の
林
齢
が
低
く
、

間
伐
率
が
低
い
林
分
で
は
、
強
度
間
伐
か

ら
９
年
経
つ
と
、
植
栽
木
が
成
長
し
、
混

み
過
ぎ
と
判
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

５　

植
栽
木
の
成
長

強
度
間
伐
が
行
わ
れ
て
か
ら
９
年
後
ま

で
の
植
栽
木
の
平
均
樹
高
と
平
均
胸
高
直

径
を
図
に
示
し
ま
し
た
。
各
調
査
区
の
植

栽
木
は
、
強
度
間
伐
後
も
概
ね
順
調
に
成

長
し
て
い
ま
し
た
。

６　

林
分
の
混
み
具
合

強
度
間
伐
か
ら
９
年
過
ぎ
た
各
調
査
区

に
つ
い
て
、
林
分
の
混
み
具
合
の
指
標
を

表
２
に
ま
と
め
ま
し
た
。
達
曽
部
①
が
３

指
標
、
同
②
が
２
指
標
、
同
③
と
根
白
が

１
指
標
で
混
み
過
ぎ
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
強
度
間
伐
前
の
立
木
本
数
や
低
い

間
伐
率
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

め
、
追
加
間
伐
の
実
施
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
部新

井　

隆
介

０
１
９
（
６
９
７
）
１
５
３
６

参
考
文
献

１）　

岩
手
県
・
㈳
日
本
林
業
技
術
協
会
（
１
９ 

９
６
）「
岩
手
県
民
有
林
適
用
現
実
林
分
収
穫

表
等
作
成
業
務
報
告
書
」

２）　

岩
手
県
林
業
水
産
部
（
１
９
８
３
）「
岩
手

県
民
有
林
ス
ギ
収
穫
予
想
表
等
作
成
に
関
す

る
基
礎
調
査
書
」

３）　

藤
森
隆
郎
（
２
０
１
０
）「
間
伐
と
目
標
林

型
を
考
え
る
」

写真　間伐前（上）と間伐９年後（下）の林内状況（達曽部②）

表２　強度間伐９年後の林分の混み具合の指標
間伐
実施
年度

調査区 植栽木
樹　種

収量
比数

相対幹距比
（％）

樹冠長率
（％） 形状比

19 赤沢 スギ 0.58 17.4 42.5 75

19 達曽部① スギ 0.82 13.5 42.2 85

19 達曽部② スギ 0.74 14.9 48.1 82

19 達曽部③ スギ 0.70 16.0 52.6 79

19 玉崎① ヒノキ － 19.9 40.8 68

19 玉崎② ヒノキ － 19.9 41.4 78

20 根白 スギ 0.68 15.7 45.7 72

※　下線で示した数字は、林分が混み過ぎであることを示す。
図　�強度間伐から９年後までの植栽木の樹高（上）と胸高
直径（下）の推移
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